
１. はじめに

本稿の目的は, ����年代末の改革開放以後の約��年におよぶ高度成長が終焉を迎え, ｢新常
態｣ という名の下で安定的な中・低成長への転換を模索している中国経済における社会保障シ

ステム改革の意義について理論的に検討し, 国家主導で進められている中国社会保障システム

改革の基本原理と特質を明らかにすることである｡

中国における社会保障システムの改革は, 市場経済システムの構築に伴って計画経済体制,

とりわけ都市部の国営経済システムと農村部の人民公社システムが解体, 改革され, 多様な所

有制, 市場競争, 労働力商品化が進んだ����年代以降で大きく進展した｡ そして, 中国経済改
革が有する漸進的な性格と同じく, 社会保障制度改革も一部地域, 企業, 職種を対象とした選

別的かつ限定的なシステムから, 段階的にその対象範囲を拡大し, 制度の内容を修正・拡充し

ていく漸進的な改革の道を辿っており, その改革は今もなお道半ばにある｡

日本では, 中国における社会保障制度の内容やその改革の歴史, および現段階の到達点など

に関して, 既に多くの各論的 (社会保険制度別) 研究分析や幾つかの優れた統合的研究が発表

されている (王 ����；����, 多田 ����, 沈・澤田 ����など)｡ よって, 中国社会保障システ
ムが有する, 厳格な戸籍制度に由来する二元性 (都市と農村), もしくは多元性 (多様な地域

間相違, 企業所有制別相違, 雇用形態別相違など), および低水準のカバー率と所得代替率,

さらには社会保障制度の原理 (����年代以降における選別主義から普遍主義への移行) などに
関する研究が蓄積されつつあると言える｡

そして, そのほとんどの研究において, 急速に拡大している市場メカニズムの役割と経済規

模に比べて, 雇用と所得の不安定化や格差の拡大などの増幅する社会不安を解消できる役割を

欠く不均衡状態が描かれていると言えよう｡ しかし, これらの優れた研究の多くが社会政策分

析の領域に属していることから, 体制転換や金融・財政問題, さらには失業問題や人口構造の

変化などの経済的事柄を議論の前提, もしくは研究課題導出の出発点としていながらも, 社会

保障システムを一つの重要な経済制度として, さらにはマクロ経済動態に影響を及ぼす要因と

して分析, 説明している研究は少ない｡

そこで本稿では, 社会保障制度を, ｢新常態｣ へ移行している中国の経済動態の中心に置き,
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従来の輸出主導型成長から内需主導型成長への転換, 経済成長至上主義から人間本位の ｢調和

のとれた社会 (中国語：和諧社会)｣ への転換を左右する経済制度と経済政策として論じたい｡

そのために本稿では, レギュラシオン理論 (��′��������������) が説く ｢制度的調整を伴う

累積的因果連関｣ という分析枠組を引用して, 現段階の中国社会保障システムの原理と内容,

およびその改革が, ｢新常態｣ 下の中国マクロ経済の動態を規定する労働生産性上昇と需要成

長の間の累積的因果連関構造の各段階, およびその循環に及ぼす影響について理論的, 実証的

に検討する｡

本稿の構成は次のとおりである｡ ２. では, 中国経済の高成長段階から中・低成長段階への

移行を表す ｢新常態｣ について, その実態と含意を説明する｡ ３. では, 社会保障システムを

｢制度的調整を伴う累積的因果連関構造｣ の中に位置づける作業を行う｡ ４. では, 現段階の

｢国家主導の社会保障制度改革｣ の原理と特質を概括し, それが ｢新常態｣ への安定的な移行

に及ぼす影響について説明する｡ そして５. では, 本稿の議論をまとめる｡

２. 中国経済の ｢新常態｣ への移行

2‒1 ｢新常態｣ と内需主導型成長体制

今日の習近平時代の中国経済を特徴づけるもっとも重要なキーワードは, ｢新常態｣ (ニュー

・ノーマル) である｡ ｢新常態｣ とは, 改革開放から��年以上も続いた年率��％前後の高成長
が終わった時代において, 中国政府が目指している年率７％前後の中成長時代への安定的な移

行, およびそのための戦略的な構造調整段階を指す｡ そして, これまでの高成長時代の ｢旧常

態｣ がもたらした成果を享受しつつ, 成長至上主義の弊害として現れたさまざまな歪を修正し,

国内外の環境変化に適応した新しい経済システムを構築しようとする中国政府の発展目標でも

ある, と言える｡

そして, ｢新常態｣ への安定的な移行は, 以下のような四つの転換を含んでいる｡ 第一に,

高成長から中成長への成長目標の転換, 第二に, 要素投入の拡大に依存した粗放型成長からイ

ノベーションに依存した技術集約型成長への転換, 第三に, 製造業の発展に基づく輸出・投資

需要の拡大からサービス産業の発展に基づく消費需要の拡大への転換, そして最後に, マクロ

経済に対する政府と官僚の強い介入から脱し, 市場メカニズムによる調整の役割を重視する理

念への転換, である｡

上記の四つの転換における一番目の成長率目標の下方修正は, ����年代半ば以降に顕在化し
た東南沿海地域における低賃金労働力の不足と賃金上昇に伴う潜在成長率の低下と, ����年の
世界金融危機とその後の世界経済の停滞がもたらした輸出需要の低下に伴う実質成長率の低下

を後追いで是認したものである｡ そして, 二番目から四番目までの成長体制 (������������)
と調整様式 (��������′��������) の転換は, 中国における低賃金労働をはじめとする生産
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要素の投入拡大に基づく輸出・投資主導型成長体制の限界性, 並びにリーマン・ショック後に

実施された大型景気刺激策の副作用 (過剰生産能力,国有企業と地方政府の負債拡大,不動産バ

ブルの顕在化など)を背景とした中国政府 (共産党政権)の発展戦略の修正と見ることができる｡

図２‒１に示すように, 中国経済の成長率は����年以降において持続的に低下している｡ こ
れは, リーマン・ショックを発端とする世界金融危機による輸出需要の急減がきっかけとなっ

ているが, 実は����年代半ばから顕在化した, 労働力不足による潜在成長率の低下によるとこ
ろが大きい (関 ����)｡ すなわち, サプライサイドにおける, 人口構造の変化を背景とする農
村から都市部への出稼ぎ労働者の枯渇と, イノベーション無き生産要素の投入拡大に基づく粗

放型成長の限界が明らかになっていた｡ またデマンドサイドにおいては, 裁量的な人民元安と

低賃金労働力の無限な供給に基づく輸出需要の拡大と, 政府の財政支出拡大に基づく投資需要

の拡大が, 要素価格上昇, 貿易摩擦, 過剰生産, 環境汚染などの要因によって限界に達した結

果であると考えられる｡

その一方で, 経済成長に伴う雇用の増加と賃金の上昇が続いていたにもかかわらず, 国内消

費需要の成長は相対的に停滞しており, 輸出需要と投資需要の減少を補い経済成長を牽引する

主役になっていない｡ その背景には, 労働市場における雇用不安定性の増加や格差の拡大がも

たらす将来不安を緩和できる社会保障システムが完備されていないことがある｡ 実際, 中国政

府は����年代半ば以降において, 輸出・投資主導型成長から消費需要の拡大に基づく内需主導
型成長への転換を図ってきたが, その成果は乏しかった｡ すなわち, ����年の世界金融危機に
よって輸出需要が減少し, さらに����年以降では金融危機対策として講じていた大型財政支出
による需要創出の効果が消失するまでは, 中国の経済成長は依然として輸出・投資主導型成長
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(出所) �� ����に基づき筆者作成｡

図２‒１ 中国におけるGDP総額と構成要素別成長率の推移 (USドル, 実質値)



が続いていた｡

結局, ����年の世界金融危機の発生とそれに伴う世界的な景気後退が中国の輸出主導型成長
を直撃し, 大型の財政投資による短期的な景気回復がもたらした過剰生産能力の蓄積が顕在化

したことで, 中国経済の高成長から中・低成長段階 ｢新常態｣ への移行がはじまり, 消費

需要の拡大に基づく内需主導型成長への本格的な転換がスタートしたのである｡

2‒2 ｢新常態｣ と供給側の構造改革

そして, 上述の ｢新常態｣ 下での内需主導型成長体制への転換は, 輸出・投資需要から消費

需要へ, 政府の財政支出拡大に依存した投資・消費需要から民間主導の投資・消費需要へ, お

よびモノの消費需要からサービスの消費需要へ, という ｢需要側の構造改革｣ のみならず, イ

ノベーションに基づく生産性向上と新しい産業の発展に資する ｢供給側の構造改革｣ を必須と

する｡ すなわち, ｢旧常態｣ 下での労働力や資本・資源, という生産要素の投入増加に基づく

供給拡大から, 新しい技術の開発と応用に基づく製造業のレベルアップ (中国語：昇級換代)

と新型サービス業の育成と発展を通じた, 供給体制の再構築が ｢新常態｣ への移行における大

きな目標となった｡

改革開放以後の��年以上の高成長を経て, 中国は世界第二位の経済大国, 世界第一位の貿易
大国となり, 世界の工場として多くの製品の生産規模が世界第一位を占めるようになった｡ そ

の一方で, 資本財と核心的部品の多くは海外からの輸入に依存し, 安い賃金と垂直分裂の生産

システムの構築を通じて安価な製品を大量に生産, 輸出, 消費してきた (厳 ����)｡ もちろん,����年代以降の輸出主導型成長体制の下, 外資系企業による高級な資本財と耐久消費財の製造
・輸出・販売も増えており, 輸出産業の発展に牽引される形で中国の産業構造の高度化は大き

く進んだ側面もある (厳 ����)｡ しかし, その本質は, ｢メイド・イン・チャイナ｣ であって
｢メイド・バイ・チャイナ｣ ではなかった｡

図２‒２と図２‒３は, 中国が輸出主導型成長に基づく高成長を謳歌していた時代における産

業全体と製造業の技術水準を如実に表している｡ 持続的な経済成長に伴い投下労働全体に占め

る高・中技能労働の割合は着実に拡大し, 低技能労働の割合は低下している｡ しかし, その水

準は依然として低く, ����年代末においても低技能労働が全体の６割以上を占めている｡ これ
は, 同１割以下である日本や韓国, およびアメリカなどの先進資本主義経済と鮮明な対比を成

している｡

さらに製造業の技術水準に目を向けると, 同じく��年代以降において高技能労働の割合は上
昇している｡ 特に, 電気機械を筆頭として機械産業部門や石油, 化学などの資本集約型装置産

業部門に牽引されながら, 全体的に上昇している｡ しかし, 高い部門においても全体の約８％

前後であり, 依然として中・低技能に頼った産業技術が中心になっていることがわかる｡ すな

わち, 中国経済は量的には大きく拡大しているが, 質的な発展は遅れているのが事実である｡
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そんな中, 中国政府の国産自主技術の開発・応用と産業構造の転換 (高度化) に向けた政策

的な調整目標が, ����年にスタートした ｢第��次５カ年規画 (����‒����)｣ において設定され
るようになった｡ それに基づき, 資本・技術集約型産業の育成と促進のために, 国有企業や大

学などの研究機関における最新技術の研究開発促進, 先端技術産業への外資投資の優遇措置,

先端技術産業集積地の造成と立地奨励, および高学歴技術人材の育成などの政策が講じられて

きた｡ そして, 習近平体制がスタートする第��回中国共産党大会 (����年��月) において,
｢イノベーション駆動型発展戦略｣ が決定され, ����年には ｢中国製造 ����｣ 計画が発表され
ている｡

｢中国製造 ����｣ 計画は, 一方における先進工業国が推進している次世代の情報技術と製造
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(出所) 図２‒２と同じ｡

図２‒３ 中国製造業の各部門における高技能労働の割合の推移

(出所) ����������‒��������������に基づき筆者作成｡
図２‒２ 中国における技能別労働の割合の推移



技術の結合に基づく産業革新戦略 (例えば, ドイツの�����������, アメリカの����������������, 日本のロボット新戦略など) による再工業化や先進製造化と, 一方における他の途
上国製造業の急激な追い上げを背景に, 現段階の中国製造業の到達点を総括し, 今後��余年の
発展方向と目標, および具体的な実施プランをまとめたものである｡ 計画では, ����年現在の
世界第一規模を有する製造大国 (しかし, 製造強国ではない) から出発して, ����年までに自
主イノベーションを通じた新技術・新融合による製造強国への仲間入りを果たし (フェーズ１),����年までに工業化の実現を通じて情報化と工業化の融合による製造強国の中位水準に到達し
(フェーズ２), ����年には世界のイノベーションを先導する製造強国の先頭に立つ (フェーズ
３), との目標を掲げている｡

現在の中国は, ちょうど工業化, 情報化, 都市化, 農業の現代化が同時に前進している段階

であり, これらは内需のさらなる拡大を通じて製造業に幅広い発展の可能性を与えている｡ そ

の一方で, 中国製造業は, 資源と環境による制約, 労働などの生産要素コストの上昇, 投資と

輸出の伸び率の鈍化などの多くの挑戦に直面しているのも事実である｡ よって, 資源や生産要

素の投入を頼りに, 規模の拡張を続けてきた粗放型の発展パターンは継続できなくなっており,

技術革新, 発展パターンの転換, 産業の高度化, 品質と効率の向上が急務になっている (関����)｡
そのために ｢中国製造 ����｣ 計画では, 政府主導の下で物的・人的資源を統合し, ｢イノベ
ーション主導の発展戦略の推進｣, ｢スマート製造の推進｣, ｢工業基礎能力の強化｣, ｢製造業の

エコ化｣, ｢ハイエンド設備製造の推進｣, という五つのプロジェクトの実施を通じて基礎技術

の研究開発におけるブレークスルーを目指している｡ これは ｢旧常態｣ 下での先進国製造業へ

のキャッチアップモデルから, ｢新常態｣ 下でのイノベーションモデルへの転換を図ったもの

であるが, ハイエンド設備, 基幹素材, コア部品の国産化, クリーンな製品と製造システムの

構築などの目標には, 日米欧ではすでに実現されている分野も含まれており, 中国製造業と製

造強国との格差を露わにするものであった｡

｢中国製造 ����｣ 計画では, 基本原則として市場主導と民間によるイノベーション (中国語：
万衆創新) を掲げ, 政府 (国家) は長期的戦略の提示と政策的誘導の役割を果たすと明記して

いる｡ しかし, その実施における政府の指導機関 (｢国家製造強国建設指導グループ｣, リーダ

ーは副首相) の設立や, 政府によるイノベーションセンターの設立１) などから見ると産業構造

改革, 技術開発を通じた製造業の競争優位の創出における国家主導の側面が明らかである｡ そ

の結果, アメリカをはじめとする欧米先進諸国から警戒と批判が噴出し, ついに中米貿易戦争

の発端となった｡

上記のような ｢中国製造 ����｣ 計画を含め, イノベーションを源泉とする生産性上昇に基
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１) ����年の ｢国家動力電池イノベーションセンター｣ を筆頭に, ����年までに��カ所の国家イノベー
ションセンターの設立が計画されている｡



づく中国の産業構造改革の取り組みは今はじまったばかりであり, その効果が現れるまでは少

し時間が必要であろう｡ しかし, 資源と労働を含む生産要素の投入拡大に基づく成長が限界に

近づきつつある中, 技術革新を通じた成長源泉の創出が正道であることは言うまでもない｡ す

なわち, ｢新常態｣ への安定的な移行を達成するためには７％前後の経済成長率を維持し続け

る必要があるが, その条件となるのが, イノベーション能力の向上に基づく供給側の構造改革

だということになる｡

３. 社会保障制度と経済成長の間の累積的因果連関関係

3‒1 中国共産党 ｢一党支配｣ の正統性と社会保障制度改革

すなわち, 現在の中国経済は ｢新常態｣ への安定的な移行に向けて, 輸出・投資主導型成長

から消費中心の内需主導型成長への転換を目指す需要側の構造改革と, 要素投入の拡大に基づ

く粗放型成長からイノベーションに基づく技術集約型成長への転換を目指す供給側の構造改革

を通じて中成長を維持しようとしている｡ しかし, 前節でも述べたとおり, 国内外のさまざま

な要因によってマクロ経済の潜在成長率が低下する中, ｢旧常態｣ 下の成長率に比べると低く

なったとは言え, ７％前後の成長目標は依然高いものであり, その実現は容易ではない｡

経済成長を維持することは, どの時代のどの国においても経済政策の重要な課題であり, 望

ましい目標であり, 結果であるが, 中国にとっては他の国よりも大きな意味を持つ｡ と言うの

も, ｢社会主義｣ と ｢市場経済｣ の結合という前例のない社会経済システムを構築している中

国では, 自由市場資本主義を凌駕するほどの熾烈な市場競争が存在する一方で, 経済の基幹産

業部門における国有企業の独占的経営が認めらおり, また経済発展戦略の策定から産業政策の

実施に至るまで, さまざまな領域において国家の介入が行われている｡

つまり, ����年にはじまる改革開放から約��年間, 中国は市場化改革を推し進め, ｢政企分
開 (政府と企業の分離)｣, ｢政資分開 (政府と資本の分離)｣, ｢政事分開 (政府と社会公共事業

を実施する部門の分離)｣ を唱え, 最終的に ｢政経分開 (政府の経済の分離)｣ を目指してきた｡

しかし, 漸進的な改革と裁量的コントロールに基づいて海外から資本と技術を輸入して安価な

製造品を海外市場に向けて販売する輸出主導型成長も, ����年の世界金融危機以降における輸
出需要の停滞を補うべく行われた大型景気刺激策による投資主導型成長も, さらには ｢新常態｣

への移行に向けた消費中心の内需主導型成長も, 国家主導の成長維持策の性質をもち, ｢��世
紀の国家資本主義｣２) の格好の事例となっているのである｡
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２) 古くは��世紀初頭にオランダとイギリスで設立され, 資本主義発展のための原始的蓄積に大きく貢
献している東インド会社から, 旧ソ連の社会主義経済モデルを批判的に捉えたソ連国家資本主義, さ

らには, 近年における資本主義多様性アプローチにおけるフランス国家資本主義類型など, これまで

もさまざまな国家資本主義が存在していた｡ これらの過去の国家資本主義とは異なる��世紀の国家資



現在のところ, 国家資本主義はまだ明確に定義されていないが, 強力な権限をもつ国家 (政

府) が経済介入を行うことを特徴としており, 広義的には, 国家との結びつきの強い資本主義

経済システムを指している｡ 近年における国家資本主義論争の中心的人物であるイアン・ブレ

マーは, ��世紀の国家資本主義を ｢政治が経済に主導的な役割を果たし, 主として政治上の利
益を得るために市場を活用する仕組み｣ と定義している (�������, ����)｡ ここで言う政治
上の利益とは, 政治的支配層の利益のことであり, 具体的には支配層による権力の維持・存続

・拡大であり, またこれと関連するレントの最大限の収奪, として理解される (山田 ����)｡
すなわち, ����年から��世紀の終わりまでの�小平と江沢民時代では, 長期的な経済成長に
よる規模の拡大 パイの拡大 は達成したが, 政治改革は先送りにされ, 中国共産党の一

党支配は維持, 強化されてきたと言える｡ その過程で, 経済成長の果実は国民全体に広く分配

され, 家計の所得は増加し, 多くの国民が ｢小康生活 (ある程度ゆとりのある生活)｣ を送れ

るようになった｡ その一方で, 経済成長の果実の多くは一部の政治支配層や政治権力と繋がる

一部の経営者によって占有されているのも事実である｡ その結果, 政治的・経済的利益の維持

と確保に向けたレント・シーキング (不公正な取引と贈収賄などの腐敗行為) が横行し, 金権

政治と権貴階層が出現し, 社会における貧富の格差もますます顕著になってきた｡

表３‒１に示すとおり, 新中国成立以来, 中国共産党政権はその正統性の根拠を, 時代の変

化とともに柔軟に変えながら, ��年以上も実質的な ｢一党支配｣ を維持してきた (佐々木 ����)｡ 改革開放がはじまる以前の時代では, 毛沢東のカリスマ的な影響のもと, ｢統一国家の樹
立, 共産主義の理想｣ を理念に, 社会主義計画経済体制を構築し, 国営経済と人民公社を通じ

て貧富の格差をなくし, 全民平等の社会を実現することで中国共産党政権は正統性を確保した｡

その一方で, 党内や社会におけるさまざまな異論を封じ込むための政治運動と思想統制が, 正

統性を維持するための実質的な手段として使われた側面もあり, ����年から続いた��年間の文
化大革命により中国の社会主義は大きな岐路に立たされた｡

そこで, ｢貧しい平等｣ をもたらした社会主義の疲弊を背景に, ����年から�小平による改
革開放がスタートし, 計画経済から市場経済への移行がはじまる｡ 江沢民体制の終了 (����年)
まで続くこの時代の中国共産党政権の正統性は, 理念的には ｢社会主義市場経済システムの構

築, 経済成長に基づく豊かさの実現 小康社会という目標｣ に支えられ, 実質的には自由市
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本主義は, 第一に, 規模の大きさ, 第二に, 発展 (規模拡大) の速さ, 第三に, 洗練された資本主義

のマネジメント手法が使われている, という三つの明白の違いがある｡ そして, ��世紀の国家資本主
義の典型的な国としては, 一般的に中国, ロシア, インド, ブラジル, インドネシア, マレーシア,

およびペルシャ湾の石油産輸国などが取り上げられている｡ これらの国と地域の近年における著しい

経済成長と, 政府にバックアップされた国有企業 (�����‒����������������), 民間の旗艦企業
(�����������������), 政府系ファンド (��������������������) による自由市場資本主義国へ
の侵入は, まさしく国家資本主義モデルによる自由市場資本主義モデルへの挑戦であり, 脅威である

とブレマーは説く｡



場競争および私的財産権の (部分的) 承認が持続的な成長の原動力となり, 経済成長が国民所

得の増加をもたらしたことによって維持された｡ そして, 一方では輸出主導型成長体制の構築

を通じて世界経済に編入されながら国際的影響力を拡大し, 一方では東欧・ソ連社会主義体制

の崩壊を教訓に, 民主化運動を抑制しながら共産党政権の正統性の獲得と維持を図ってきた｡

そして, 次の段階 胡錦涛体制 (����～����年) では, 市場経済システムの進展に伴って
出現した新しい階層や階層間格差の拡大を背景に, 共産党政権の一党支配の正統性の根拠は大

きく変化する｡ とりわけ, 理念的には�小平が提起した小康社会の実現目標をさらに具現化し
つつ, ｢経済成長至上主義から調和のとれた社会の構築へ｣ という発展戦略を掲げ, 都市と農

村の格差をはじめとするさまざまな格差を修正すべく, 教育制度, 雇用制度, 社会保障制度の

改革に取り組むことで, 正統性を維持してきた｡ すなわち, 経済成長を実現し, その果実を国

民に分配する既存の手段は残しつつ, 従来の市場メカニズムによる分配だけに頼るのではなく,

政府による制度的・政策的再分配を拡大しようとしたところに大きな特徴がある｡

そして, ���の加盟 (����) をきっかけに輸出主導型成長を加速させ, また����年の世界
金融危機後は大型景気対策を講じて経済成長を維持し, アジアないし世界の景気回復を牽引し

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���
表３‒１ 中国共産党 ｢一党支配｣ の正統性にかかわる諸要素の変化

時代
区分

社会経済的
背景

正統性の根拠 正統性獲得のための
諸施策理念的根拠 実質的根拠����年

～����年 新中国の成立,
｢毛沢東｣ という
カリスマの存在

・統一国家の樹立
・共産主義の理想

政治運動と思想統
制

・社会主義計画経済システム
・貧富格差の縮減
・大躍進, 文化大革命����年

～����年 社会経済の疲弊と
｢貧しい平等｣,
ソ連・東欧社会主
義の崩壊

・社会主義市場経済
・経済成長に基づく豊
かさの実現
・国際社会への編入

・国民所得の増加
・自由化と私的所
有権の承認
・民主化運動の抑
制

・改革開放
・市場経済システムの導入
・私営経済の発展を容認����年

～����年 ｢プロレタリア｣
政党から ｢国民
政党｣ への転換,
格差の拡大, ���
加盟

・経済成長至上主義か
ら調和社会の構築へ
・全面的小康社会の建
設を提起 (～����年) ・国民所得の増加・資本家階級の包

摂
・再分配の拡大

・教育発展, 雇用促進
・社会保障制度の確立と改革
・新農村建設
・�����, ���における活躍����年

～
現在

経済成長率の低下,
格差の拡大と腐敗
の蔓延,
国際影響力の拡大

・｢中華民族の偉大な
る復興｣ という中国
の夢
・社会主義近代化強国
の実現 (～����年) ・｢新常態｣ への

安定的な移行
・社会的公正
・公平な分配

・反腐敗, 貧困撲滅
・新型都市化
・社会保障制度の拡充と改革
・����の設立
・一帯一路

(出所) 各種資料に基づき筆者整理｡



たことで, 国内外に共産党政権の影響力を誇示し, その正統性を確認させた｡ その一方で, 江

沢民体制において提起された ｢三つの代表論｣ に基づいて, 中国共産党をプロレタリア政党か

ら国民政党へ転換させ, 市場経済の発展に伴い影響力を拡大しつつある経営者 (資本家) 階級

を包摂し, 新しく生まれるアクターであっても共産党の正統性を容認するか, 異議を唱えない,

という形を取った｡ また, 資本家階級のような富裕層の利益だけを代弁する政党ではないこと

を示すべく, 新農村建設や都市農村一体化改革を進め, 貧困層の多い農村地域の経済成長と発

展を促進することによって広範な国民的支持を得ようとした｡

このように, 改革開放以後の約��年間, 中国共産党 (政権) の ｢一党支配と政治権力の独占｣
の正統性のもっとも重要な根拠は, ｢経済成長を通じた国民所得の増加, 生活の改善｣ であっ

たと言える｡ すなわち, 国民と中国共産党の間では ｢党 (政権) は高度経済成長を達成してそ

の果実を国民に広く分配し, 国民は経済成長の恩恵に与れることと引き換えに共産党 (政権)

の独占的政治支配と政権運営を支持する｣, という中国の社会経済システムが成り立つ基本的

な妥協が存在していたと考えられる３)｡ その結果, 希薄な民主主義と人権, 拡大する格差, 権

力者の腐敗, 権貴階層の不正蓄財, 環境汚染の深刻化などは, 経済成長の影に姿を潜め, また

経済成長によって徐々に解決されうる社会的問題として先送りされてきた｡

しかし, 年率��％の高成長時代は終わり, ｢新常態｣ への移行がはじまった｡ 中国経済は中
・低成長段階に突入し, いずれはゼロ成長の時代を迎えることが予測されている (大西 ����)｡
それではこの ｢新常態｣ への安定な移行を担う現在の習近平体制は, その正統性をどこに見い

だし, どのように確保しょうとしているだろうか｡ 潜在的成長率の低下, 腐敗の蔓延, 貧富格

差の拡大などを背景に, ｢中華民族の偉大なる復興, 社会主義近代化強国 (～����年) の実現｣
を掲げ, 国家の富強と民族の振興, および人民の幸せの実現, という ｢中国の夢｣ を実現する

ことが現段階の中国共産党政権の一党支配の正統性の理念的根拠であると言える｡

その夢の実現に向けて, まずは安定的な中成長を維持し, 成長果実の公平な分配を達成し,

またそれを可能にする社会的公正の実現が, 正統性の実質的な根拠となる｡ そのために, 第１

期目 (����～����年) の習近平政権は, 前例のないほどの厳しい反腐敗運動を展開し, 新型都
市化４) を押し進め, 前政権時代から続く社会保障制度の拡充と改革 (制度間の格差をなくすた
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３) その他にも, ｢政府の許容範囲内での市場競争への参加と経済利益の所有｣ という政府と市場主体

の間の市場妥協や, ｢人事権と財政決定権を握る中央政府が地方政府, および地方官僚の自主的な発

展の業績を評価する｣ という中央と地方政府の間の権力妥協などが, 中国の社会主義市場経済システ

ムを支えている｡

４) 新型都市化は, 改革開放以後の約��年間で拡がり続けた都市と農村の間の経済発展の格差, 都市住
民と農村住民の所得格差の修正, 内需拡大, 産業構造の高度化, 社会の現代化に役立つと考えられ,

胡錦涛政権時代の都市・農村一体化戦略をさらにバージョンアップしたものである｡ ちなみに, 中国

の都市化率は, ����年時点で��％に達すると予測されているが, それは日本の����年代の水準, 韓国
や台湾の����年代の水準となる｡



めの制度統合) に力を入れてきた｡ また, 人民元国際化の推進, ���� (アジアインフラ投資
銀行) の設立, ｢一帯一路｣ 構想の提起などを通じて, 欧米先進国が主導する国際秩序の修正

・改編に挑戦することを通じて, ｢偉大なる社会主義中国｣ の国際影響力の拡大を誇示するこ

とで民心を鼓舞してきた｡

第２期目に入った����年からは, 中米貿易摩擦を発端とする二大国間の対立と衝突が本格的
にスタートしたことにより, 国内におけるさまざまな改革への取り組みが遅延するなどの影響

が予測されるが, 基本的には１期目の基本的な目標とプランが維持されると考えられる｡ とり

わけ, 安定的な中成長の維持と, 社会保障システムの拡充と貧困撲滅を通じた民生の改善を中

心とする, 全面的小康社会の実現 (～����年), 社会主義近代化の基本的な実現 (～����年),
および社会主義近代化強国の実現 (～����年) が目指される｡
まとめると, 改革開放以降の高成長時代における国民と国家 (共産党政権) の間の基本的妥

協が, ｢新常態｣ の到来によって困難となっている状況下で, 共産党政権と国民の間の新たな

妥協の源泉は, ｢経済成長の果実の分配｣ から ｢公正・公平な分配の達成｣ に移行している,

と考えられる｡ すなわち, ｢新常態｣ 下の中国経済は, 需要側と供給側の構造改革を通じて中

成長を維持し, その成果をより公正, 公平に国民に分配することによって ｢調和のとれた社会｣

への移行を目指すが, そのカギを握るのは, 国民全体を包摂する社会保障システム構築にある

と言える｡

実際, 社会保障システムの改革と拡充は, 中国経済の潜在成長率が低下しはじめた����年代
半ば以降において急速に進んでいる｡ 次節で詳しく述べるが, 中国の普遍主義的社会保障制度

の構築 ｢適度普恵型｣ 福祉政策への転換は����年にはじまり, これは中国経済の成長至上
主義から調和のとれた社会への転換, 輸出主導型成長から内需主導型成長への転換がはじまっ

た時期と重なり, 経済成長の恩恵をめぐる国民的妥協が壁にぶち当たった時期とも重なる｡ そ

う言う意味で, 中国経済の ｢新常態｣ への安定的な移行の成敗は, 現在進行中の社会保障制度

改革の如何にかかっているのである｡

次項では, 社会保障システムを ｢制度的調整を伴う累積的因果連関構造｣ の中に位置づけて,

社会保障制度改革が前述の需要側の構造改革, 供給側の構造改革, 並びに調和の取れた社会の

構築における含意を明らかにする｡

3‒2 社会保障システムの改革を中心とする労働生産性上昇と需要成長の間の累積的因果連関

まず, レギュラシオン理論が説く ｢制度的調整を伴う累積的因果連関｣ という考え方につい

て簡単に整理しておく｡

累積的因果関係 (�������������������) とは, 簡単にいえば, 複数の要因の間ではたら
く相互強化作用を通じて, これらの諸要因の変化が並行的・累積的に進行することを意味する

(宇仁 ����)｡ そして, この累積的因果関係の理論には, 分析のテーマが異なる二つの流れが

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���



ある｡ その一つは, ヴェブレンの 『有閑階級の理論』 にはじまる流れであり, その主な分析の

テーマは, 制度の進化と人間の気質の進化との間の双方向の因果関係である｡ 二つ目の流れは,����年のヤング (�����, ����) の論文にはじまり, ミュルダール (������, ����) やカル
ドア (������, ����；����), ボワイエ (�����, ����) などによって展開されているマクロ
経済動学における経済諸変数の間の双方向の因果連関関係の分析であり, そこで制度は因果関

係を媒介するものとして位置づけられている (宇仁 ����)｡
ある社会経済システムを構成する諸要因の間に存在する相互関係, および要因の変化におけ

る累積の原理に関する説明がはじめて体系的に議論されたのは, ミュルダールの����年の著作,
『アメリカのジレンマ』 における黒人差別問題に関する悪循環の説明においてである｡ ミュル

ダールは, アメリカの黒人差別問題の動態に関して, ｢黒人の低い生活水準｣ と ｢白人の黒人

に対する差別意識｣ とは, 相互依存関係にあり, 一般的には強化し合う作用を持つと論じてい

る｡

そして, このミュルダールが 『アメリカのジレンマ』 (����) ではじめて提示した ｢累積の

原理｣ は, その後の 『経済理論と低開発地域』 (����) において, ｢循環的および累積的因果関
係の原理 (��������������������������������������������) として, さらに理論的に
探究され発展する (藤田 ����)｡ すなわち, アメリカの黒人の差別にかかわる, 相互に依存・
強化しあう諸要因の間の累積的因果関係の説明だけではなく, 国民経済および世界経済のマク

ロ経済動態にかかわるさまざま累積的因果関係システムの外から, このシステムに対して常に

作用する複数の圧力を, より詳しく概念化した｡ ここで言う複数の圧力として作用する要素と

しては, 賃金上昇, 交通インフラの改善, 教育水準の向上, 観念や価値の交流などの ｢制度的

調整｣ をなす要素と, 市場諸力を通じた貿易, 移民, 資本移動などの ｢市場的調整｣ をなす要

素が挙げられた (宇仁 ����)｡
そして, レギュラシオン理論陣営から提起されている制度の役割を重要視した累積的因果連

関の分析 (����������；宇仁 ����；����) などでは, 主にマクロ的経済変動を規定する供
給側の要因として労働生産性上昇と併せて, 需要の側面をも重視しながら, 労働生産性上昇と

需要成長の間の相互規定, 促進関係に注目し, 両者の間の累積的因果連関関係と, それに対す

る制度の重要な役割を強調している｡

この制度の役割を重要視する累積的因果連関論では, 図３‒１に示すように, 労働生産性上

昇から需要成長に至る経路を ｢需要レジーム｣ (所得分配段階, 支出段階), 需要成長から労働

生産性上昇に至る経路を ｢生産性レジーム｣ (生産設備調整段階, 雇用調整段階) と名づけて

いるが, それぞれが中国経済の構造改革の二つの側面となる需要側と供給側に当たる｡ 以下で

は, 社会保障システムをこの労働生産性上昇と需要成長の間の累積的因果連関構造の中心に据

えて, 社会保障システムの現状と改革が, 二つのレジームの各段階に及ぼす影響について整理

する｡
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(１) 需要レジームの ｢所得分配｣ 段階に及ぼす影響

図３‒２に示すとおり, 中国における労働分配率は, ����年代後半において低下し, ����年
代前半において上昇するも, その後低下に転じ, ����年では��％まで低下している｡ その一方
で, 資本分配率は徐々に高まり, 結果として過剰生産能力の形成と海外需要に大きく依存する

経済構造を作り出している｡ その背景には, ����年代における国有企業制度改革 (民営化, 経
営自主権の拡大) や労働市場制度改革 (雇用制度改革, 賃金制度改革) がある｡ 社会保障制度

との関連で言うと, 従来の国有企業が抱えていた ｢企業‒生活保障｣ が ｢国家‒社会保障｣ に移

行するにつれ, 企業の負担が軽減され, ��年代の資本分配率は上昇した｡ そして, ����年代に
おける社会保障システムの整備, 拡充によって, もともと社会保障の義務をあまり負っていな

かった一部の中小新興企業も含め, 企業の社会保険関連支出の増加が顕著になり, 資本分配率

の減少につながった｡

国有企業制度改革とセットで進められた雇用制度改革によって企業は余剰労働力を解雇 (レ

イオーフ, 中国語：下崗) することも可能になった｡ また, 従来の年功的な賃金体系も改革さ

れ, 企業の経営業績と個人の能力と実績評価に基づく賃金制度の導入も広がった｡ いずれの改

革も企業が背負ってきた歴史的負の遺産を切り離し, 激化する市場競争に参加できる条件を作

り出す役割を果たしたと言える｡ その一方で, 国有経済部門から排出された余剰労働者 (一度

は下崗労働者として保護の対象となったが, 後に失業者として扱われる) を含め, 失業者は増

加し, 失業保険を含む社会保障システム全体への圧力が急激に高まった｡

このような市場経済の進展に伴う企業の所有制改革, 雇用制度の改革に合わせて, 年金制度,

医療保険制度, 失業保険制度などの改革もこの時期に行われた (表４‒１を参照)｡ しかし, そ

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���
(出所) 宇仁 (����) に基づいて筆者作成｡

図３‒１ 社会保障システムを中心とする累積的因果連関構造



の改革は一部の地域 (都市部), 企業 (規模の小さい企業は含まれず), および労働者 (正規雇

用者) を対象とした選別的な社会保障システムの構築であり, 社会保障制度のカバー範囲はか

なり限定的なものであった｡ その結果, 企業は, 雇用と賃金決定の柔軟化を通じて固定コスト

を削減し, 過度期の社会保障システムの負担も節約しながら利益を拡大し, 資本蓄積を加速す

ることができた｡ その一方で家計は, 拡大する将来不安に備えざるを得ず (図３‒３を参照),

第二段階の支出段階における歪みを生み出すことになった｡

(２) 需要レジームの ｢支出｣ 段階に及ぼす影響

図２‒１に示しているとおり, ����年代以降の中国における消費需要の伸び率は, 輸出と投
資需要の伸び率を大幅に下回っていた｡ その背景にあるのが, 前述の相互依存する諸制度改革

における制度補完性の欠如である｡ すなわち, 企業制度改革や雇用制度改革は雇用と所得の不

安定性を拡大する方向で進められたが, それを補完するための社会保障制度改革は遅れており,

労働者の将来不安は拡大した｡ 結果, 民間消費支出は抑制され, それを補いつつマクロ経済全

体の需要を維持するためには, 輸出需要と政府主導の投資需要を増やさざるを得ない, という

支出構造が形成されたのである｡����年代以降, 経済成長に伴い雇用者数は増加し, 平均賃金も上昇し続けていた (図３‒３)｡
しかし, 長期安定雇用システムの崩壊に伴う非正規雇用の増加, 賃金制度改革に伴う所得格差

の拡大, さらに社会保障制度の不備の下, 家計は貯蓄を増やし, 消費を控えた｡ 一般的に, 消

費から投資へ, さらに経済成長への連鎖的な効果には, 消費需要の持続的拡大が, 投資収益に

対する期待形成に影響を与えて投資の持続的成長をもたらす ｢加速度原理｣ が存在する｡

しかし, 中国では社会保障システムが完備されていない状況で, 労働市場における雇用と所

得の不安定性が増加し, 賃金上昇―消費需要増加―投資増加―経済成長という需要形成の
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図３‒２ 中国における労働分配率と資本分配率の推移



連鎖 (賃金主導型成長) が阻まれ, 経営者の投資マインドの冷え込みが企業の継続的な投資を

阻害している｡ その結果, 利潤拡大―投資増加―経済成長という需要形成の連鎖 (利潤主導

型成長) も限界をもつ｡ その一方で, 非正規雇用の増加や賃金抑制を通じた輸出製品価格の低

下は続き, 輸出産業部門の生産性上昇―輸出財単位当たりの生産コストの低下―輸出増加と

いう需要形成の連鎖 (輸出主導型成長) だけは強く作用する｡

すなわち, 需要レジームの所得分配と支出の両段階において, 改革の途中にあり, まだ不完

全な社会保障システムの存在は, 労働者ないし家計よりも企業への分配を拡大する役割を果た

し, それが柔軟性と格差を拡大する方向で進んだ労働市場制度改革と相まって, 民間消費需要

の低下, 輸出と投資需要の拡大をもたらしているのである｡ そういう意味で, 労働生産性上昇

から需要成長に至る需要レジーム (需要側の構造改革) は, 社会保障システムの完備に基づく

将来不安の払しょくを条件とすると言えよう｡

(３) 生産性レジームの ｢生産設備調整｣ 段階に及ぼす影響

生産設備の調整には, 新規投資によって生産設備を増設する方法と, 既存設備の稼働率を高

める方法があるが, 後者は短期的・一時的な対応に当たり, 中長期的には前者の設備投資が主

な調整手段となる｡ 中国では, ����年代後半以降にも過剰生産設備の解消が大きな政策課題と
なっていたが, ����年以降の大型景気対策がさらなる過剰生産能力の蓄積をもたらし, 過剰生
産能力の削減を供給側の構造改革の第一歩として取り組んでいる｡

ここで言う過剰生産能力の解消において, 一部の産業 (鉄鋼, 石炭など) における需給の不

均衡を是正し, エネルギーの利用効率が悪く, 汚染度の高い生産方式と負債経営の国有企業を

淘汰させることは第一段階に当たり, ����年までに一定の成果が見られた｡ その次の段階では,
中長期的な生産設備調整の手段となる新規投資を通じた生産設備の増設, とりわけ技術集約度

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���
(出所) 中国国家統計局 『中国統計年鑑』 各年に基づいて作成｡

図３‒３ 中国都市部における賃金と家計貯蓄の推移



の高い最新設備による旧設備の代替が待たされる｡ このような旧設備の廃棄と新設備の導入が

活発に行われることが, 技術革新に基づく生産性上昇と需要形成を促し, 総需要の増加による

｢規模の経済｣ が労働生産性のさらなる上昇をもたらし, マクロ経済好循環の起点となること

が多い｡

しかし, 図２‒２と図２‒３に示しているとおり, 中国の投下労働全体に占める高技能労働の

割合は未だに１割も満たず, 最新の生産設備が要求する高技能労働者の育成, 拡大が大きな課

題となっている｡ その一方で, 労働市場における柔軟性が拡大し, 非正規雇用が増加している

中, 企業内の技能・熟練形成システムはますます弱体化し, 労働者のエンプロイアビリティ

(雇用される能力) の向上は, 個人的な努力に依存する傾向が高まっている｡ 結果, ミクロの

企業レベルでは, 技術の伝承や共有知の蓄積に基づくイノベーションと新しい製品開発能力は

阻害される｡ また, マクロレベルでは, 技能の陳腐化や余剰労働力の蓄積, さらには新技術の

導入と生産設備の調整を通じた産業構造調整が妨げられる可能性が高まる｡

そのため, 日進月歩する科学技術の動態とそれに伴う産業構造の調整に見合う労働者の技能,

熟練の継続的な向上, および高技能, 高熟練労働力の秩序ある産業部門間の移動が必要となる｡

つまり, 大学教育を通じた高学歴人材の養成を拡大するだけではなく, 既存労働者の再教育と

職業訓練を通じた技能, 熟練形成システムの構築が望ましい｡ その際に, 充実した社会保障シ

ステムが存在するか否かは, 重要な要素となる｡ 働く人々が, 失業によるキャリアの断絶や所

得喪失を心配することなく, 最新の技術と技能を身につけるために教育訓練に参加するには,

充実した失業保険制度をはじめ, 関連する社会保障制度による保護が必要となる｡

実際, ヨーロッパの先進国, とりわけ北欧の社会民主主義型市場経済モデルでは, 充実した

社会保障制度と積極的な労働市場政策を組み合わせる形で, イノベーション中心型産業構造へ

の転換に成功し, 高い国際競争力を維持している｡ 現在の中国政府が進めている供給側の構造

改革の核心はイノベーションに基づく産業構造の転換であるが, ハイエンド生産設備の製造と

利用という設備調整は, 社会保障システムによる支えが必要不可欠である｡

(４) 生産性レジームの ｢雇用調整｣ 段階に及ぼす影響

雇用調整には, 雇用量と労働時間量の調整が含まれているが, 労働時間量の調整には限界が

あることから一時的に有効な措置であり, 中・長期的には雇用量の調整が主要な調整手段とな

る｡ また, 雇用は労働者の生活と直接に結びついているので, 経営者の裁量で自由に変えられ

る変数ではなく, 各国の各時代における雇用調整 (特に解雇) は, 雇用保障に関わる法制度や

労働者の交渉力によって異なる (宇仁 ����)｡
中国における長期安定雇用 (終身雇用) システムは, ����年代半ばから徐々に改革５) され,

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年���

５) 当初は, 国有部門の新規雇用者と民間企業の雇用者を対象に ｢契約雇用｣ 制度が導入され, 続く����年代の国有企業の所有制改革と労働市場制度改革の過程で, 徐々に全労働者に適用されるように



流動的な労働市場が形成した｡ 特に, ����年代以降において労働市場の規模と柔軟性はますま
す拡大するようになった｡ もちろん, 中央と地方政府による労働市場への介入が完全に無くな

ったわけではないが, 主に法制度の整備や指導的意見の提示などの間接的な介入に限られてい

る｡ それには, 雇用契約法の制定, 団体賃金交渉制度の推進, 最低賃金水準の決定と公布, 雇

用安定と促進のための景気対策など, 先進資本主義経済でも一般的に見られるような手段が含

まれる｡ その一方で, 先進国労働市場におけるもっとも重要な制度的措置である失業保険制度

は, 非常に脆弱である｡

中国における失業保険制度は, ����年の国営企業の労働者を対象とした ｢待業保険｣ にはじ
まり, ����年の都市部の就業者を対象とした ｢失業保険｣ への改革・拡充を経て, 現在に至っ
ている｡ この新しい失業保険制度の特徴は, その対象範囲が従来の国有企業の労働者から, 都

市部の企業・事業単位のすべての就業者に拡大されたこと, 失業保険金の徴収が全額企業負担

(実質的には国家負担) から, 政府, 企業, および個人の三者負担に変更されたこと, そして,

給付基準を同地域の法定最低賃金より低く, 最低生活保障費よりは高い水準に規定したこと,

などが挙げられ, 形式的には���の国際的基準に近づいた現代的な失業保険制度となってい
る｡

しかし, 失業保険制度のカバー率の低さ (４割程度), 所得代替率の低さ (５割以下), およ

び支給基準の高さなどにより, 働く人々の失業のリスクを軽減する役割を十分に果たしていな

いのが現状である｡ 特に, 高い失業リスクに晒されている非正規雇用, 出稼ぎ農民工, 新卒の

大学生などは, 失業保障制度から除外・排除されており, 労働市場における雇用柔軟性の拡大

を補完して, 所得安全性を確保する役割を果たしていないところに大きな問題がある｡

すなわち, 労働力の活発な移動は, 設備調整を通じた産業構造の高度化や雇用調整を通じた

企業経営の柔軟化の支えとなるが, その労働市場の柔軟性を支える制度的装置が失業保険制度

をはじめとする社会保障システムであり, 需要成長から労働生産性上昇に至る生産性レジーム

(供給側の構造改革) は, 社会保障システムの改革に大きく依存すると言える｡

3‒3 社会保障システム改革と ｢調和のとれた社会｣ の構築

｢新常態｣ への安定的な移行と, 経済成長率が低下する状況での国民と執権政党 (国家) の

間の新たな妥協に向けて, 中国政府は ｢調和のとれた社会｣ の構築を目指している｡ ｢調和の

とれた社会｣ は, ����年��月からスタートした胡錦涛体制によって提起され, その第二期目
(����～����年) から現在の習近平体制に至る ｢全面的な小康社会の実現｣ という目標の重要

な構成部分となっている｡ 具体的には, 新しい社会階層 (資本家) を含むさまざまな階層間の

調和, 地域間の調和, 産業間の調和, 政府と民間の調和, 経済と社会の調和, 経済発展と環境

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���

なった｡ その一方で, 現在においても公務員や公的サービスを提供する事業部門, および大型の国有

企業では, 実質的な終身雇用が維持されている｡



の調和など, さまざまな側面を含む (佐々木 ����) が, もっとも重要なのが拡がりつつある
格差を是正し, 公正・公平な分配の実現であると言える｡

この ｢調和のとれた社会｣ の実現に向けた手段として, 中国政府は前述のような需要側と供

給側の構造改革を進めて中成長を維持すると同時に, 社会保障制度の改革, 拡充に努めている｡

表４‒１に整理しているが, 限定的ではあるが中国において国民皆保険体制の構築がはじまっ

たのは����年以降である｡ この時期の改革を経てやっと農村住民が社会保障制度の対象となり,
農村年金制度, 農村医療保険制度, 最低生活保障制度が導入される｡ 背景には, 拡大する都市

と農村の経済格差, 都市部住民と農村住民の所得格差があり, 都市部で差別的な労働と生活を

強いられている (２億人とも言われる) 農民工の不満が蓄積されたことがある｡

実際, 図３‒４に示すとおり, 中国の農村人口は����年代以降において継続的に縮小し, ����
年以降では都市人口が農村人口を上回っている｡ その背景には, 経済発展がもたらす第一次産

業 (農村部) から第二, 三次産業 (都市部) への労働力移動に加えて, 胡錦涛政権時代にはじ

まった都市と農村の一体的発展の促進 (具体的に ｢新農村建設｣, ｢新型都市化｣ など), 土地

利用制度, 戸籍制度, 教育制度などの影響もある｡ このような農村から都市への継続的な人口

移動と����年代末までに拡大し続けた都市と農村の所得格差に対応する形で, 農村住民と都市
部の非雇用者層を対象とする社会保障制度の改革, 拡充が行われたと言えよう｡ その結果でも

あるが, 都市と農村の所得格差は, ����年代において低下に向かう６)｡����年の改革開放当初に�小平が提起した ｢小康社会｣ の実現は, 歴代共産党指導部が ｢一
党支配｣ の正統性を確保するために国民に訴え続けてきた目標であった｡ しかし, 経済成長が
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(注) １. 人口統計は戸籍基準｡ ２. 所得は１人当たり可処分所得である｡
(出所) 中国国家統計局データベースに基づいて筆者作成｡

図３‒４ 中国における都市と農村の人口構成の変化と所得格差

６) しかし, 都市と農村それぞれの内部における所得格差は, 都市部では上位��％の所得が下位��％の
８～９倍, 農村部では上位��％の所得が下位��％の���倍前後となっており, 同一地域内の所得格差
が新たな問題として浮上している｡



至上目標であった�小平, 江沢民時代では, 規模の拡大が優先され, ｢先富論｣ の理念は均衡
的な発展を後回しにしてきた｡ そして, 拡大する格差と社会不安を背景に, 続く胡錦涛, 習近

平時代では, ｢調和のとれた社会｣ の構築を通じた ｢全面的小康社会｣ の実現が提起され, 共

産党政権の正統性の源泉が成長から公平へと移行している｡ ����年末の共産党大会 (第��回)
においては, 都市部と農村部の貧困撲滅に力を入れ, ����年までに ｢一人残さず, 全面的な小
康社会｣ を実現することが決定された｡

繰り返しになるが, 潜在成長率が低下し, 高成長を通じた経済成長果実の分配を拡大するこ

とが困難な状況において, 公平な分配への需要が高まり, そのための社会的公正の実現が要求

されるようになった｡ この社会経済的条件の変化に対応して政権維持の正統性を維持する上で

も, ｢新常態｣ への安定的な移行に向けたさまざまな構造改革のためにも, 社会保障システム

の改革はもっとも有効かつ有力な手段であると言える｡

次節では, 国家主導で進む中国の社会保障制度改革の軌跡と中身について概括する｡

４. 国家主導の社会保障制度改革

4‒1 人口構造の変化

図４‒１に示すとおり, ����年を境に中国は人口ボーナス期から人口オーナス期へ転換して
いる｡ 国連の人口予測に基づくと, 中国の総人口は����年代半ばごろまで増加し続ける｡ しか
し, 人口構成の変化をみると, 一般的に生産年齢人口 (��～��歳) と言われている層７) の割合

は, ����年ごろにピークに達した後, 低下に転じている｡ そして, ����年代以降における厳し
い出産制限 (一人っ子政策) の下, ��歳以下の人口割合は急激に低下し, ����年では２割以下
(����年時点では��％) まで減っている｡ その一方で, ��歳以上の高齢人口は, 経済成長に伴
う医療技術の発展と生活水準の向上を受けて増加し, ����年代に��％を超え, ����年代には��
％を超え, 超高齢社会に突入する｡

その結果, 従属人口比率 ((��歳以下人口＋��歳以上人口) ÷生産年齢人口) は����年の��
％を底に上昇に転じ, ゼロ成長時代と予測される����年頃には��％を超える｡ このような人口
構造の変化は, 一方においては労働力の減少に伴う潜在的経済成長率の低下をもたらし, 一方

においては持続的な社会保障制度の妨げとなる｡ 高齢化は, 社会保障給付費の増加を通じて公

的負担を拡大させ, 国家財政の持続性を脅かす可能性があり, 少子高齢化に伴う世代構成の歪

みによって, 世代間の所得移転と再分配を手段とする社会保障制度そのものの存続も危ぶまれ

る｡

このような急速に進む少子高齢化は, 中国にとっては他の先進資本主義経済以上に厄介な問

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���

７) 実際, 最近の中国における退職年齢は, 男性が��歳, 女性が��歳となっているので, 生産年齢人口
の実数はこの統計値よりもはるかに低い｡



題である｡ とりわけ, 少子高齢化は国民が豊かになる前に, また社会保障システムの構築が完

成していない段階で起きており, 経済成長率の低下と社会保障制度の改革の時期が重なってい

る｡ 特に, 年金や医療保険制度がカバー範囲を拡大すればするほど, 保険料の積立期間が短い,

もしくは全く積立を行っていない都市と農村の高齢受給者が増加し, 国家財政による給付金の

補填が増加する｡

しかし, 経済成長率の低下は財政収入の減少につながり, 拡大し続ける社会保障財源の確保

は困難を増す｡ その一方で, 国家と国民の間の新たな妥協は, 経済成長の達成から公正・公平

な分配の実現に代わっており, 社会保障システムの改革と拡充は中国共産党政権の正統性の源

泉であり, 先送りできない｡ そういう意味で, 中国における社会保障制度改革は, 非常に困難

な政策課題であるが, 人口構造の変化, 潜在経済成長率の低下, 所得格差の拡大などの所与条

件の下, 中国が ｢新常態｣ への安定的な移行に向けた構造改革, 発展戦略の転換を可能にする

ための最優先, 最重要の政策目標であると言える｡

4‒2 国家主導の社会保障制度改革

中国の社会保障制度改革は, 改革開放がスタートした����年に公布された 『中華人民共和国
憲法』 において社会保障の原則が明記されてから, 中国経済の市場化改革の進化と共に劇的な

変化を遂げてきた８)｡ その雛形は, ����年の 『中国社会保険条例』 に見ることができるが, 当

時の ｢国家による統一請負｣, ｢国営企業や公共機関における単位保障｣ を特徴とする社会保障

制度は, 社会主義制度の重要な構成部分として形取っていただけであり, その基本的な理念,
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８) 中国の社会保障制度改革の歴史と内容, および展望に関する分析においては, 鄭 (����；����) が
参考になる｡

(注) ����年以降のデータは, 中位推計値｡
(出所) 国連人口統計に基づき筆者作成｡

図４‒１ 中国における年齢階層別人口構成と従属人口比率の推移



適応対象や給付水準, および制度構築において非常に幼稚なものであったと言える｡

表４‒１に整理したとおり, 中国の社会保障制度改革は, ����年代以降の市場経済システム
の構築に向けた国営企業の所有制改革, 労働市場制度改革の過程で模索され, ����年代以降の
社会主義市場経済システムの構築過程で加速し, ����年代以降の ｢調和のとれた社会｣ の構築,����年代以降の ｢全面的な小康社会｣ の実現に向けた発展戦略の転換過程において大きく進展
した｡ その大まかな時代区分は, ｢改革前 (����～����年)｣, ｢改革模索期 (����～����年),
｢制度形成期 (����～����)｣, ｢制度発展期 (����～����)｣, および ｢制度統合期 (����年～)｣
とすることができるが, 各段階における社会保障制度の改革は, 各々の時代における経済制度

改革, 発展戦略の転換に合わせる形で行われている｡

まず, 社会保障制度の改革が本格的にスタートした����年は, それまでの終身雇用制度を修
正して契約雇用制度を導入し, 流動的な労働市場の構築がはじまった年である｡ すなわち, 計

画経済に基づく国営経済システムの改革がはじまり, 市場原理に基づく企業破産と失業が認め

られ, この企業改革と雇用制度改革を補完する形で, 失業保険制度の前身である ｢国営企業職

工待業保険臨時規定｣ (����) が作られた｡ また, ｢都市労働者基本年金｣ (����), ｢都市労働
者働者基本医療保険｣ (����), ｢失業保険条例｣ (����), および ｢都市住民最低生活保障条例｣
(����) などの制度が構築されたのは, ����年代後半における国有企業所有制改革 (｢抓大放小｣
の民営化改革) の時期と重なる｡

次に, 上記の社会保障制度改革は, いずれも従来の国営経済に含まれていた労働者 (職工),

後に国有企業と民間企業の被雇用者を対象としており, その制度は極めて選別的で, 限定的な

改革であった｡ それが, 都市部の非雇用者や農村部の住民をカバーする普遍的な社会保障制度

改革になったのは, ����年代における経済成長至上主義から ｢調和のとれた社会｣ の構築に向
けた発展戦略の修正段階であった｡ すなわち, 都市と農村における全ての住民を対象とする

｢都市部住民基本医療制度｣ (����), ｢新型農村医療保険｣ (����), ｢新型農村年金保険｣ (����),
｢農村最低生活保障制度｣ (����) がこの時期に作られ, 中国版の ｢適度普恵型｣ の社会福祉体
系が構築される｡

この ｢適度普恵型｣ という社会福祉の理念と体系は, 第一に, 社会保障システムの保障レベ

ルは一国の経済発展レベルに相応したものであるべき, 第二に, 多すぎ高すぎの社会福祉は効

率の向上を損ねる可能性がある, 第三に, 過度な福祉は国家予算の安定性に影響する, 第四に,

受益と負担のバランスを考慮する, という中国政府と経済学界の専門家が社会保障制度改革の

目標モデルについて達したコンセンサスに基づいて導き出されたものである (呉 ����)｡ すな
わち, 中国の社会保障制度は, 市場経済システムの構築と発展の必要性に基づいて, ｢企業―

生活保障｣ から ｢国家―社会保障｣ に転換しているが, それは国民に基本的な安全保障を与

えると同時に, インセンティブ・システムの有効性を保持しようとした内容となった｡

その結果, 中国の社会保障システムは基本的には, 異なる主体が異なる制度に加入し, 異な

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���
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都
市
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・
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に
関
す
る
暫
定
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法
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③
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者
支
援
・
救
済
基
金
の
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｢五
保
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村
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療
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壊
に
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か
う
),
｢貧
困
地
域
経
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開

発
強
化
に
関
す
る
通
知
｣
(����)

⑤
制
度
の
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応
範
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外

制 度 形 成 期

����年 ～ ����年社
会
主
義
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム

の
確
立
；

分
税
制
；

国
有
企
業
改
革
―
現
代
企
業
制

度
の
構
築
；

国
有
企
業
の
余
剰
人
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；

都
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住
宅
制
度
改
革
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選
別
主
義
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社
会
保
険

制
度
―
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家
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社
会

保
障
｣
の
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期

●
普
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的
公
的
扶
助
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度
構
築
,
拡
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へ
)

○
賦
課
方
式
＋
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立
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式

①
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共
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員
,
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部

②
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部
の
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③
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職
,
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④
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と
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層

⑤
農
民
工

①
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関
・
事
業
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離
休
・
退
職
制
度
,
公
費
医
療
制
度

②
都
市
労
働
者
基
本
年
金
(����)；都市労働者働者

基
本
医
療
保
険

(����),国有企業職工待
業
保
険
規
定
(����),失業保険条例

(����),企業職工労災保険
(����)

③
社
会
救
済
制
度
(����),都市住民最低生活

保
障
条
例
(����)

④
｢農
村
五
保
戸
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養
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｣
(����)

⑤
失
業
保
険
条
例
の
対
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と
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が
,
加
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・
受
給
条
件
が
高
過
ぎ



中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���
制 度 発 展 期

����年 以降の 胡錦涛 体
制
期

｢和
諧
社
会
｣
の
提
起
,
内
需

主
導
型
成
長
体
制
へ
の
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索
；

｢民
工
荒
｣
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降
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四
川
大
地
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,
世
界
金
融
危
機

と
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元
景
気
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策

■
普
遍
主
義
的
社
会
保
障

制
度
の
構
築
―
｢適
度

普
恵
型
｣
福
祉
政
策
へ

の
転
換
(����)

●
選
別
主
義
的
福
祉
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＋
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立
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①
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②
都
市
部
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被
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用
者

(公
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外
)

③
都
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部
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雇
用
者

④
農
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⑤
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工

①
と
②
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会
保
険
法
』
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����)
③
都
市
部
住
民
基
本
医
療
制
度
(����)

④
と
⑤
新
型
農
村
年
金
保
険
,
新
型
農
村
医
療
保
険
(����)

⑤
｢農
民
工
問
題
解
決
に
関
す
る
若
干
意
見
｣
(����)

③
と
④
と
⑤
全
民
最
低
生
活
保
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度
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＊
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保
険
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医
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金
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的
保
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民
間
保
険
市
場
の
急
成
長

制 度 統 合 期

����年 以降の 習近平 体制期｢新
常
態
｣
に
伴
う
内
需
主
導

型
成
長
体
制
の
構
築
期
；

｢全
面
的
な
小
康
社
会
｣
の

実
現
目
標
；

貧
困
撲
滅
運
動
；

｢一
帯
一
路
｣；

中
米
貿
易
戦
争

■
普
遍
主
義
的
社
会
保
障

制
度
の
構
築
―
｢適
度

普
恵
型
｣
福
祉
政
策

(完
成
に
向
け
て
)

●
選
別
主
義
的
福
祉

○
賦
課
方
式
＋
積
立
方
式

①
公
務
員

②
都
市
部
の
被
雇
用
者

(公
務
員
以
外
)

③
都
市
部
の
非
雇
用
者
と

農
村
住
民

①
と
②
機
関
・
事
業
単
位
労
働
者
年
金
保
険
制
度
改
革
(����)(統合に

向
け
て
始
動
)

①
と
②
と
③
さ
ら
な
る
改
革
拡
充
,
各
制
度
間
の
格
差
是
正
と
統
合

〇
社
会
保
障
と
貧
困
撲
滅
対
策
の
結
合

＊
国
際
競
争
力
を
有
す
る
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険
強
国
｣
と
い
う
目
標
の
設
定
(����)

(出
所
)
各
種
資
料
に
基
づ
き
筆
者
整
理
,
作
成
｡



る水準の負担と受益に与れているだけでなく, 賦課方式と (個人口座の開設を通じた) 積立方

式が結合されている｡ また, 社会保険方式を基本としながら, 制度の確立当初から受給者とな

っている都市部の高齢非雇用者と農村部の高齢者の年金, 医療保険の支払いは財政支援で補填

するなど, 税方式の側面も併せもっている｡ これから高齢化がさらに進み, 保険制度別の給付

水準のあまりにも大きな格差に対する修正要求が高まっている中, 政府の社会保障費支出関連

の財政負担が一層増えることが予測される｡

そして, 現段階の ｢全面的な小康社会｣ の実現において, 社会保障制度は, 従来の市場経済

への移行に向けた諸制度改革の中の一つの副次的な社会制度から, ｢調和のとれた社会｣ の構

築と公正・公平な分配を実現するための中心的な社会制度となっていく｡ そのため, 分立する

諸制度間の格差９) の修正と制度統合が改革の中心課題となり, 起業促進, 住宅政策, 貧困削減

対策, 新型都市化などの関連する諸施策を通じて社会保障制度改革を補完, 支えているように

見える｡

総じて言えば, 中国の社会保障制度改革は, 国家の経済発展戦略として提起, 推進されてき

た ｢社会主義市場経済システム｣ の構築, ｢調和のとれた社会｣ の構築, ｢全面的な小康社会｣

の実現, ｢社会主義近代化強国｣ の建設などの要求に呼応する形で, その理念や中身を進化さ

せてきた｡ また, 社会保障制度改革は, 従来の計画経済時代より引き継いた歴史的遺産 (公共

部門と国営企業の離・退職者) や都市と農村に分断された二元的社会構造を背負ってはじまっ

た｡ 国家は, 現在のような制度構築段階においては財政による社会保障関連支出を増やし, 社

会保障制度の負担と受益をめぐる国民的合意形成も主導していかなければならなく, ここに中

国の社会保障制度, およびその改革における国家主導の特質を見ることができる｡

もちろん, この国家主導の特質が, 中国の社会保障システムにおける他の主体の役割を排除,

軽減するものではない｡ 事実, 企業と個人による社会保険料負担は増加しているし, 民間保険

市場も急成長し, 家族や地域コミュニティの社会福祉における役割も強調されている｡ 周知の

とおりであるが, エスピン‒アンデルセンは 『福祉レジーム』 論 (������‒�������������)
の中で, 国家, 市場, 家族が福祉の供給における ｢福祉三角形｣ (���������������) を形成
していると指摘した｡ また, 福祉多元主義の論者たちは, 福祉ミックス (����������) と言
う考え方に基づき, 福祉の供給者を国家 (政府) だけに限定せず, 市場や共同体も含む多様な

供給者の役割として考えている (���������������������)｡
中国の国家主導の社会保障システムにおいても, 国家, 市場, 企業, 家族, 地域コミュニテ

ィなどが, それぞれ異なる役割を果たしていると言える｡ 特に, 中国においては, 巨大な資産

をもつ国有企業が存続しており, その国有資産と独占的経営によって生み出す利益を国民に還

元する形で社会保障財源を確保するのは, 一つの有効な手段となる (厳 ����)｡ また, 儒教的

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年���

９) 中国の社会保障制度におけるさまざまな格差に関しては, 柯 (����) が詳細に整理, 分析している｡



思想が依然として強く残されている中国社会の特徴に基づき, 政府は家族による老親の●養

(��������) 義務 ｢家族扶養｣ の役割も強調し続けている��)｡
しかし, 少子高齢化が進む中で家族扶養は, 社会保障が内包する自己矛盾 老親扶養の社

会化→子供を養育する必要性の低下→少子高齢化→社会保障システムの財源不足 によ

ってますます困難になるとも言える｡ また, 地域コミュニティ (中国語：社区) による社会福

祉の提供も推奨されているが, 市場経済の進展によって近隣関係が希薄するなか, その役割も

限定的なものとなっているのが実態である｡ 中国における国家主導の社会保障制度改革は, そ

の ｢適度｣ と ｢普恵｣ のバランスを通じた公正の実現に向けて, さまざまな福祉主体の義務と

役割の再構築に取り組む必要があると考えられる｡

５. 終わりに

本稿では, ｢新常態｣ への安定的な移行を模索する現段階の中国経済の特性を把握し, その

社会経済発展の戦略的転換における社会保障システムの役割を議論した｡ とりわけ, 社会保障

システムを, 現政権が取り組んでいる需要側の構造改革と供給側の構造改革の成敗を左右する

中心的課題と位置づけ, 社会保障システム改革の意義をマクロ経済における労働生産性上昇と

需要成長の間の累積的因果連関構造との関連で説明した｡ 本稿の議論を簡単にまとめると, 以

下の図５‒１のように描くことができる｡

｢新常態｣ への安定的な移行において, 中国の社会主義市場経済システムが存続し, 国家

(中国共産党政権の一党支配に基づく) の正統性が維持されることは, その前提であり, 目標

である｡ そのためには, 中成長の維持による経済的達成と公正・公平な分配が必要となるので,

経済成長を維持するための内需拡大 需要側の構造改革と, イノベーションに基づく生産性

上昇の達成 供給側の構造改革が目指されている｡ そして, この需要側と供給側の構造改革

は, それぞれ独立したものではなく, 相互依存・促進関係にあり, それは ｢需要成長と労働生

産性上昇の間の累積的因果連関関係｣ として捉えることができる｡

そして, 上記二つの改革の成敗は, いずれも社会保障システムの改革の如何によって大きく

左右されるので, 三者の関係をレギュラシオン理論が説く ｢制度の役割を重要視する累積的因

果連関｣ という視点に基づいて (図４‒１のように) 再構築する｡ その構造の中で社会保障シ

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���

��) ����年に改正された ｢中華人民共和国高齢者権益保障法｣ (����年制定) では, 元の第２章の ｢家

族扶養｣ を ｢家族膽養 (せんよう) と扶養｣ に改定した｡ ｢子供が親の物質的な生活の世話をする｣

という意味の膽養を追加し, 子供による両親の世話に対する義務を強調している｡ また, 元の第３章

で規定していた ｢社会保障｣ を, ｢社会保障｣ (第３章), ｢社会サービス｣ (第４章), ｢社会優待｣ (第

５章), および ｢居住環境｣ (第６章) に分割し, 社会福祉の提供や社会サービスの拡充など, 社会保

障制度の機能強化に関する具体策が多く盛り込まれた｡



ステム改革は, 生産性上昇の公正・公平な分配を通じて民間消費需要の拡大につながり, 輸出

と投資需要に依存する経済成長体制から消費中心の内需主導型成長体制への転換に役立つ｡ ま

た, 社会保障システム改革は, 労働者の技能・熟練の向上とエンプロイアビリティの強化を通

じて労働市場の流動性を支え, 企業の経営環境の変化に対応した設備調整と雇用調整の条件を

作り出す｡

また, 社会保障システムの改革と拡充は, 国民の将来不安を低減し, さらなる市場化改革の

ための環境整備にも役立つ｡ 冒頭で記した ｢新常態｣ への移行に向けた四つの転換の内, 第四

番目は ｢政府と官僚の介入から市場メカニズムの役割を重視する理念へ｣ の転換であり, これ

は最も長期的な目標であると同時に, 最も根本的な転換である｡ 社会保障制度の改革は, この

市場メカニズムの役割の拡充に向けた改革の前提条件となる｡ また, 市場化改革の推進によっ

てもたらされる経済的利益は, 社会保障システムのさらなる改革と拡充に必要な財源確保の条

件となる｡

このように社会保障制度改革は, 生産性上昇と需要成長の間のマクロ経済好循環による経済

成長の達成と, そのための市場化改革, および公正・公平な分配に基づく社会的正義の実現に

役立ち, 中国が目指す ｢全面的な小康社会｣ や ｢社会主義近代化強国｣ の実現に向けた正道で

あると言えるだろう｡

以上, 本稿では ｢新常態｣ への安定的な移行における社会保障システム改革の含意を, 経済

理論の枠組で説明しようと試みた｡ よって, それぞれの社会保障制度の具体的な中身の説明に

ついては必要最小限にとどめている｡ 各々の社会保険制度の実態や改革の中身に対する詳細な

解説は, 別稿 ｢中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅱ)｣ に譲りたい｡

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年���
(出所) 筆者作成｡

図５‒１ 中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システムの関係
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是』 (�����コラム), ����年８月｡

厳成男 (����) 『中国の経済発展と制度変化』 京都大学学術出版会｡
(����) ｢中国経済の輸出主導型成長から内需主導型成長への転換条件｣ (植村博恭・宇仁宏幸・
磯谷明徳・山田鋭夫編著 『転換期のアジア資本主義』 藤原書店, ������‒���, 所収)｡
(����) ｢中国経済の ｢新常態｣ と政府主導の経済構造改革―累積的因果連関の視点から―｣ 『グ
ローバルアジア・レヴュー』 ����, �����‒��｡

呉敬�著, 青木昌彦監訳, 日野正子訳 (����) 『現代中国の経済改革』 ���出版｡
佐々木智弘編 (����) 『中国 ｢調和社会｣ 構築の現段階』 アジア経済研究所｡
沈潔・澤田ゆかり編著 (����) 『ポスト改革期の中国社会保障はどうなるのか』 ミネルヴァ書房｡
多田英範編著 (����) 『現代中国の社会保障制度』 流通経済大学出版会｡
鄭成功 (����) ｢中国社会保障改革と制度構築｣ 『中国人民大学学報』 (中国語) ����(�)：��‒��｡

(����) ｢中国社会保障改革における機会, 挑戦, および改革方向｣ 『国家行政学院学報』 (中国
語) ����(�)：��‒��｡

中国経済の ｢新常態｣ への移行と社会保障システム (Ⅰ) ���



藤田菜々子 (����) 『ミュルダールの経済学―福祉国家から福祉世界へ―』 ���出版｡
山田鋭夫 (����) ｢移行経済と国家資本主義｣ 『季刊 経済理論』 ��(�) �５‒��｡立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年���
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